
さいと自動運転EVバス実証実験

 歴史的背景：本市は昭和の合併により形成されており、面積が大きく人口分布をみても合併前の旧村
の中心部に人口集積があり、人口が広く薄く分布している。

 地域特性：昭和59年の国鉄妻線の廃止に伴い、公共交通の移送手段はバスのみとなった。

〇経緯

〇昭和59年
（40年前）
国鉄妻線廃止

☆路線バス ☆コミュニティバス



利用者の

利便性向上

運行の効率化

バス事業者

の収支悪化

減便

路線縮小

車移動しか

手段が無い

負の
連鎖

利用者
減少

EVバス車両を活用し、
カーボンニュートラルな
まちづくりを目指します

・高齢化率 39.08％
（R6.7時点）

課題①
公共交通の維持が厳しい

２つの課題を解決するため

・利用者の減少
・運転士不足

課題②
公共交通の充実

・65歳以上の
免許返納率1.4％



県内初となる自動運転EVバスの実証実験を西都市が行う

〇令和６年度事業

だからこそ

市街地回遊

観光地回遊

温泉施設との結節




